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原　著

１．緒言
１．１　�対人関係の問題とその背景としてのソー

シャルスキル
　従来より，自己不確実感や不全感を持ち，友人・
教員とのコミュニケーションを適切におこなえず，
大学生活への適応に大きな困難を抱える大学生の存
在やその増加が指摘されている1）．他方，対人関係
の希薄化やコミュニケーション不全の要因として，
対人関係を円滑に進める能力であるソーシャルスキ
ル†1）の欠如が挙げられている2）．ソーシャルスキル
とは，相川3）によれば「対人関係における自らの目
標達成をめざして，相手に適切かつ効果的に反応す
るために用いられる言語的・非言語的な対人反応」
であり，定義として，円滑な対人関係の獲得・維持
に寄与するという性質をもつ．なお，ソーシャルス
キルは多様な内容を含むが，「記号化」「解読」など

のコミュニケーションスキルないし基本スキル（基
礎スキル）と，「関係開始」「関係調整」などの対人
場面での具体的な行動を表す対人スキルないし応用
的スキル（特定スキル）の両方を含み，前者のスキ
ルを基盤として後者のスキルが発揮されると考えら
れている4-7）．
　ソーシャルスキルと適応ないし不適応との関連
は，多くの先行研究で報告されている．たとえば相
川ら8）は，大学生を対象とした調査により，ソーシャ
ルスキルの不足は抑うつ，孤独感，対人不安の原因
になり得ることを指摘している．戸ヶ崎と坂野9）は，
関係向上行動のソーシャルスキルを多く獲得してい
る児童にはクラスメイトから人気のある児童が多
く，孤独児が少なかったことを報告している．また，
丹波と山際10）は，ソーシャルスキルの乏しい児童で
は学校において友人関係でより強いストレスを生じ
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要　　　約

　本研究では，親のソーシャルスキルと子どものソーシャルスキルの関係を検討した．子どもによっ
て知覚された親の養育態度と子ども自身の内的作業モデルが媒介変数として測定された．参加者は
地方の一大学において授業時に募集された．調査は無記名でおこなわれ，大学生とその母親69組の
データが記入不備なく収集された．大学生は知覚された養育態度，内的作業モデル，ソーシャルスキ
ルの質問に回答し，授業時に調査票を提出した．母親は自身のソーシャルスキルについて回答し，
郵送で調査票を提出した．母親と子どものソーシャルスキルの尺度は，それぞれコミュニケーション
スキルと対人スキルの内容からなっていた．知覚された養育態度は，養護と過保護の2尺度からなる
Parental Bonding Instrument により測定された．内的作業モデルの尺度はアタッチメント不安とア
タッチメント回避の2側面を含むものであった．相関分析の結果，コミュニケーションスキルと対人
スキルの相関は非常に高かった．構造方程式モデリングの結果，母親のソーシャルスキルから子ども
のソーシャルスキルへの影響は，知覚された養育態度と内的作業モデルを介した間接的なものと，こ
れらを介さない直接的なものの両方が認められた．これらの結果は，母親のソーシャルスキルが子ど
ものソーシャルスキルの基礎にあること，その影響は養育態度と内的作業モデルを介したものと直接
のものの両方があることを示唆している．
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ていることを示唆している．適切なソーシャルスキ
ルの獲得は，このような不適応を防ぐために有効で
あると考えられる．
１．２　�ソーシャルスキルの獲得における親の養育

態度の役割
　ソーシャルスキルはどのようにして獲得される
のであろうか．ソーシャルスキルは学習性のもの
であり3），その獲得メカニズムは，「言語的教示」，
「オペラント条件づけ」，「モデリング」，「リハーサ
ル」という4つの原理から構成されると考えられてい
る11）．「言語的教示」は他者からの教示，「オペラン
ト条件づけ」は自らの対人行動の結果，「モデリン
グ」は他者の第三者への行動の観察，「リハーサル」
は繰り返し思い出すことによる学習である．前二者
は他者との直接的な関わり，後二者は間接的な関わ
りによるものと言える．いずれにせよ，このような
学習の機会は身近な他者との関係によって得られる
ものである．
　本研究では，このような身近な他者として，特に
養育者としての親の役割に注目する．子どもが生ま
れて初めて強い絆を形成するのは親であり，社会化
の最初の担い手となる12）．発達とともに子どもの対
人関係は養育者を中心とする家族関係から友人その
他との関係へと拡大していくが，アタッチメント対
象としての親との関係は安全な避難所および安心の
基地として作用し13），子どもの積極的な社会的行動
の基盤となる．また，心理的離乳の時期とされる青
年期においても，親との情緒的な結びつきは一定程
度維持され，その重要性を失うわけではない14）．
　先行研究は，青年期を含むさまざまな年齢層の子
どもにおいて，ソーシャルスキルの獲得に親の養育
態度が影響することを示している．養育態度とは，
親が子どもを育てるにあたって，意図的あるいは無
意図的にとる一般的な態度および行動のことであ
る15）．親による自己報告とともに子どもによる認知
（養育態度認知）として把握され，その内容はしば
しば「愛情（受容－拒否）」と「統制（干渉－放任）」
の2次元で測定される16）．なお，その代表的な測度
の1つに「養護（Care）」と「過保護（Overprotection）」
の2因 子 か ら な る Parental Bonding Instrument
（PBI）17）がある．
　養育態度と子どもの発達との関連については数多
くの報告があるが，ソーシャルスキルへの影響に関
する国内での研究例として，たとえば戸ヶ崎と坂
野9）は，小学生を対象として，母親の養育態度が拒
否的であると子どもが認知している場合に，子ども
のソーシャルスキルの獲得が妨げられることを報告
している．肥後橋18）は，母親の養育態度の「情緒的

支持」の傾向が強いほど，子どもの「配慮のスキル」
や「思いやりのスキル」の獲得が多いことを明らか
にしている．また，青木ら19）は，中学生を対象に，
異性の親の拒否的傾向が強いと，友達に乱暴な話し
方をしたり，邪魔をしたり，欠点や失敗をよく言っ
たりして友人関係を維持しにくい傾向がみられるこ
とを報告している．
１．３　�親の養育態度と子どものソーシャルスキル

の媒介変数としての内的作業モデル
　親の養育態度は子どものソーシャルスキルに影響
を与えると考えられるが，両者の関連性は，直接的
なものだけとは限らない．近年の研究では，内的作
業モデル（Internal Working Model）が，親の養育
態度と子どものソーシャルスキルを媒介する内的要
因として取り上げられてきた．内的作業モデルは，
アタッチメント理論の中で Bowlby20）が提唱した
概念である．Bowlby20）によれば内的作業モデルと
は，アタッチメント対象との具体的な経験の中で形
成された対象への接近可能性や，対象の情緒的応答
性等に関する表象モデル，および自分の他者への働
きかけの有効性に関する表象モデルである．アタッ
チメント理論に従えば，子どもはこれを一種の人間
関係のテンプレートとして用い，結果として，主要
なアタッチメント対象との間で経験したのと類似の
関係を，多くの他者との間に持つことになる13）．な
お，アタッチメントについては母子分離場面での観
察にもとづく3類型（回避型，安定型，アンビバレント
型）21）がよく知られており，児童期以降成人期につ
いても当初は同様の類型的アプローチによる測定が
提案された22）．ただしその後の様々な検討を経て，
現在ではアタッチメント対象に見捨てられるかも知
れないという「不安」と親しい関係を避けようとす
る「回避」の二次元が採用されている23,24）．
　内的作業モデルを養育態度とソーシャルスキルな
いしそれに近い変数との関係を媒介する要因として
扱った日本での先行研究として，大鷹ら12），島25），
中川26）がある．たとえば大鷹ら12）は，中学生と大学
生を対象として，子どもにより認知された母親の養
育態度と子ども自身の内的作業モデル，ソーシャル
スキルの相互関係を検討した．そして，母親の望ま
しくない養育態度（「過保護・期待」「拒否・厳格」）
が内的作業モデル「安定」傾向に負の影響，「回避」
「アンビバレント」傾向に正の影響を及ぼし，内的
作業モデルが「安定」傾向であると子どものソー
シャルスキルに正の影響，「回避」「アンビバレント」
傾向であると子どものソーシャルスキルに負の影響
を与えていたことを報告している．また島25）は，大
学生を対象として，親の養育態度に対する否定的な
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評価（「養護」†2）が低く「過保護」が高い）が不安
定な内的作業モデル（「不安」や「回避」が高い）
につながり，その結果として社会的な適応が困難に
なる（自尊感情が低く，自己閉鎖的で傷つけられる
ことを回避する）というモデルが成立することを報
告している．この研究はソーシャルスキルを直接に
は扱っていないが，円滑な友人関係の形成にとって
ソーシャルスキルが重要であることは従来から繰り
返し指摘されており3,8-10），内的作業モデルの媒介的
影響を示唆する先行研究の一つとして位置づけるこ
とができると考えられる．そして中川26）は，中学
生を対象として，子どもが認知する養育態度が子ど
もの内的作業モデルに影響を与え，内的作業モデル
がソーシャルスキルに影響を与えると仮定した因果
モデルの妥当性について検討した．そして，受容的
な養育態度が子どもの内的作業モデルの「回避」「ア
ンビバレント」傾向を抑制し，「安定」傾向を促進
させ，安定傾向の内的作業モデルがソーシャルスキ
ル（他者への配慮やかかわりのスキル）の獲得に正
の影響を与えていたことを報告している．
１．４　�子どものソーシャルスキルの基盤としての

親のソーシャルスキル
　以上のように，先行研究からは，子どもの対人的
適応を支えるソーシャルスキルは，親の養育態度か
ら，とりわけ子どもの内的作業モデルを介した形で
影響を受けていることが指摘できる．しかしながら，
本研究ではこれにとどまらず，親のソーシャルスキ
ルにも着目する．
　まず，本研究では，子どものソーシャルスキル獲
得における養育者としての親の影響は，親の養育態
度を起点とするものだけではないと考える．なぜな
ら，ソーシャルスキルの学習という観点からみた場
合，親は子どもにとってモデリングの対象であり，
また具体的な行動について教示し得る存在でもある
と考えられるからである．子どもは親が第三者に対
しておこなう行動から学び，また他者に対してどの
ように振る舞うべきか直接に指示されることもあ
る．これらはソーシャルスキルの学習におけるモデ
リングと言語的教示に対応すると考えられる．この
ことから，養育者としての親のソーシャルスキルが，
子どものソーシャルスキルに対して直接的な影響を
及ぼすという影響関係が想定される．
　加えて，親のソーシャルスキルは，親の養育態度
に影響を与える要因としても想定し得る．たとえば
渡辺27）は，親として子どもにかかわる際にソーシャ
ルスキルの考え方が重要であると述べ，親自身が基
本となるソーシャルスキルを身につける必要がある
ことを指摘している．そして，子どもが他者と適切

にコミュニケーションできるようになるために，親
がソーシャルスキルを子どもに少しずつ伝えていく
必要があるという．また，小野ら28）はこの考え方を
背景に，母親自身の回答によるソーシャルスキルが
子どもである大学生の評価による母親の養育態度に
与える影響について検討している．そして，構造方
程式モデリングによる分析の結果，母親のソーシャ
ルスキルが，優しさや温かみを感じられる養育態度，
子どもの意思を尊重する養育態度と関連することを
報告している．
　なお，親のソーシャルスキルへの着目は，臨床的
介入および予防の観点からみても意義のあることと
考えられる．その理由は，1つには子どものソーシャ
ルスキル不足が考えられる場合の支援では，本人の
行動変容だけでなく子どもを支える家族や環境への
介入が重要である29）と考えられることである．親の
ソーシャルスキルはそのための介入ターゲットにな
り得る．もう1つは，ソーシャルスキルが養育態度
の基盤であるとするならば，親になる以前からの
ソーシャルスキルの獲得が，将来の不適切な養育を
防ぐことにつながると考えられることである．ソー
シャルスキルが学習により獲得されることを前提
に，親のソーシャルスキルへの着目は，子どものソー
シャルスキルの獲得あるいはその不足による問題に
対して，短期的にも長期的にも有意義な視点であり
得ると考える．
１．５　本研究の視点と目的
　本研究では，対人的適応の基盤としての子どもの
ソーシャルスキルを支える，身近な親の果たす役割
に注目する．従来から，親の養育態度は子どものソー
シャルスキルに影響することが指摘されている．そ
して，親の養育態度と子どものソーシャルスキルの
関係に，子どもの内的作業モデルが介在しているこ
とが報告されている．本研究でもこれらの知見に従
い，親の養育態度が子どもの内的作業モデルを介し
てソーシャルスキルを左右する，という影響関係を
取り扱う．
　さらに本研究では，渡辺27）および小野ら28）と共通
する視点として，親のソーシャルスキルが果たす役
割に着目する．親のソーシャルスキルは親の養育態
度を左右することによって，子どもの内的作業モデ
ルを介して子どものソーシャルスキルに影響すると
考える．さらに本研究では上記に加え，親のソーシャ
ルスキルは，学習によるその形成プロセスの観点か
ら，養育態度と内的作業モデルを介さない形でも子
どものソーシャルスキルと関連する可能性があると
考える．
　以上の考察にもとづき，本研究では，親のソー
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シャルスキルと養育態度，子どもの内的作業モデル
とソーシャルスキルの間に，図1のような基本的な
変数間の関連性を仮定する．すなわち，親の養育態
度は子どもの内的作業モデルを介してソーシャルス
キルに影響し，加えて，親のソーシャルスキルが養
育態度に影響するとともに，子どものソーシャルス
キルに対して養育態度や内的作業モデルを介さない
直接の影響を及ぼすと考える．このような変数間の
影響関係を，小野ら28）と同じく大学生とその親を対
象にして検証することが本研究の目的である．

２．方法
２．１　調査対象者
　大学生348名とその保護者（「あなたのことを最も
面倒をみてくれた人」）を対象に調査をおこない，
79組から回答を得た．未回答や回答に明らかな矛盾
があるものを除く73組について保護者の内訳を確認
したところ，母親69名，父親3名，祖母1名であった．
そのため分析対象の等質性を考慮し母親を挙げた69
組のデータを分析対象とすることにした．大学生
69名（男性11名，女性58名）の平均年齢は19.46歳

（SD=1.08），保護者の平均年齢は49.25歳（SD=3.59）
であった．
２．２　測定内容
２．２．１　ソーシャルスキル
　相川と藤田4）の尺度を使用し，大学生と保護者の
双方に回答を求めた．コミュニケーションスキルと
対人スキルの両方を測定できるよう意図して作成さ
れた尺度である．コミュニケーションスキルの側面

として，相手の意思を正確に受け取る「解読」，相
手に自らの意思を正確に伝える「記号化」，対人場
面において個人内に生じる感情に対処する「感情統
制」の3因子，対人スキルの側面として，初対面の
人と会ったときに適切な対応を取る「関係開始」，
対人関係を適切に維持する「関係維持」，相手の意
思を尊重しつつ自分の意思を抑えることなく伝える
「主張性」の3因子を含む．回答方法は原版と同じ
く「ほとんどあてはまらない（1）」～「かなりあて
はまる（4）」の4件法を用いた．大学生には現在の状
態について，保護者には子どもが中学生頃までの状
況を回答するよう教示した．後者は次項に記す養育
態度の測定に合わせたものであった．
２．２．２　子どもの評価による親の養育態度
　Parker et al.17）による PBI の日本版30）を用い，大
学生に対し自分の保護者の養育態度について回答を
求めた．子どもが親の優しさや温かみを感じられる
養育態度である「養護」と，子どもを操作しようと
することや自立を妨害しようとする養育態度である
「過保護」の2因子計25項目で構成されている．回
答方法は，小川30）と同じく「あてはまらない（1）」
～「あてはまる（4）」の 4件法を用いた．回答の際
には「あなたが16歳までの間で，自分のことを最も
面倒をみてくれた人」を，「母親，父親，祖母，祖父，
その他」の中から1人選択してもらい，その人を思
い浮かべて回答してもらった．なお，このうち「16
歳までの間」としたのは原版に沿った教示であり，
他は本研究の回答者が家庭の状況にかかわらず回答
可能になるよう考慮して独自に設定した．

図１　�親のソーシャルスキルと養育態度，子どもの内的作業モデルと
ソーシャルスキルの間に予想される基本的な関連性
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２．２．３　子どもの内的作業モデル
　中尾ら31）の尺度（児童版ECR-RS†3））を使用し，
大学生に回答を求めた．使用の際，原著者自身の見
解（表現を適宜変更可能）にもとづき，本研究では「お
うちの人」を「人」（一般他者）におきかえて調査
をおこなった．アタッチメントの2次元モデル32）に
もとづく測定が可能であり，アタッチメント対象に
見捨てられるかもしれない不安の「アタッチメント
不安」と，頼ったり頼られたりする親しい関係を回
避する「アタッチメント回避」の2因子からなる9項
目で尺度が構成されている（以下では「不安」「回
避」と表記する）．中尾ら31）と同様に「あてはまら
ない（1点）」～「あてはまる（4点）」の4件法で回
答を求めた．なお，この尺度は児童版と称されてい
るが，成人用の日本版 ECR-RS33）を平易な表現に改
めて作成されており尺度の意味内容は同一であるこ
と，より少ない項目数で測定できること，オリジナ
ルの ECR-RS34）を用いた最近の研究で10-18歳を対象
にその有用性について同意が得られつつあるとされ
ていること31）から，大学生を対象とする本研究でも
適用可能であると判断した．
２．２．４　個人属性
　回答者の個人属性として，大学生については年齢
と性別，保護者については年齢と子どもとの続柄を
たずねた．
２．３　手続き
　大学の授業前後に（授業に支障のないよう開始前
または終了後の時間を利用して）学生用の調査票と
依頼状，保護者用の調査票等一式（依頼状・調査票・
提出用封筒）を一括して配付した．配付の際，本調
査の目的，協力は任意であること，同意しない場合

も当該科目の成績に否定的な影響が及ばないこと，
同意後も回答の中断が可能であることを口頭と文書
で説明した．協力が得られた学生には，その場で学
生用の調査票に回答してもらった（退室時に回答の
有無にかかわらず提出）．保護者用は「あなたのこ
とを最も面倒をみてくれた人」に回答してもらうも
のとし，郵送での提出を書面で依頼した．なお，直
接保護者に調査票を渡すことができない学生には，
保護者に送付するための封筒と切手を配付した．
２．４　倫理的配慮
　調査への協力は自由意思にもとづき，回答しなく
ても一切の不利益がないこと，結果は統計的に処理
し個人が特定されることはないこと，質問紙および
データの管理は厳重におこなうこと，答えたくない
場合は白紙のまま提出してよいことを口頭で説明し
た．質問紙にも同様の内容を記載し，研究者に質問
紙が返送されたことをもって同意とみなした．実施
に先立ち，著者の所属大学における倫理委員会の承
認を得た（承認番号19-058）．

３．結果
３．１　尺度の信頼性と記述統計量
　親子のソーシャルスキル，養育態度，内的作業モ
デルのそれぞれについて尺度の信頼性（内的整合性）
を確認するため，Cronbach の α係数を算出した．
その結果をそれぞれの平均値，標準偏差とともに表
1に示す．なお，ソーシャルスキルについては相川
と藤田4）の因子分析にもとづく下位尺度（コミュニ
ケーションスキル，対人スキルの各3因子）別にも
算出したが，母親では「関係維持」，子どもでは「感
情統制」「関係維持」において信頼性係数が低かっ

回答者 α係数 平均値 標準偏差

親 親のソーシャルスキル

コミュニケーションスキル 0.79 43.42 5.83

対人スキル 0.89 47.91 8.33

ソーシャルスキル全体 0.91 91.33 12.96

子ども 養育態度

養護 0.83 28.68 5.28

過保護 0.79 10.26 5.59

内的作業モデル

アタッチメント不安 0.85 7.51 2.82

アタッチメント回避 0.78 13.38 3.46

子どものソーシャルスキル

コミュニケーションスキル 0.75 44.19 5.85

対人スキル 0.91 48.44 9.35

ソーシャルスキル全体 0.91 92.62 13.98

変数と下位尺度

表１　各指標の信頼性係数と記述統計量
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た（順に0.65，0.68，0.33）．これらの構成項目数が
いずれも4項目と少ないこと，相川と藤田4）でも「関
係維持」の α係数は0.6台であったこと考慮し，本
研究では親子それぞれ「コミュニケーションスキル」
と「対人スキル」を構成する項目群で下位尺度を構
成し，両者を合わせた「ソーシャルスキル全体」で
の得点とともに検討することとした．その結果，養
育態度の「養護」「過保護」，内的作業モデルの「不安」

「回避」を含めいずれも0.75以上の α係数が得られ，
使用に耐えるものと判断した．なお，ソーシャルス
キルについては母親，子どもの両方で，「コミュニ
ケーションスキル」「対人スキル」に分けた場合よ
りも「ソーシャルスキル全体」で検討した場合に α
係数が高くなる傾向がみられた．
　なお，これらの尺度得点に関して子どもの性別に
よる違いがないかどうかをｔ検定により確認した
が，いずれも有意差は認められなかった．
３．２　尺度間の相関関係
　母親および子どものソーシャルスキル（「コミュ
ニケーションスキル」「対人スキル」および「ソー
シャルスキル全体」）と養育態度（「養護」「過保護」），
子どもの内的作業モデル（「不安」「回避」）の間で
ピアソンの相関係数を算出した（表2）．それぞれの
下位尺度間では，ソーシャルスキルの「コミュニケー
ションスキル」と「対人スキル」では親子の両方で
高い正の相関が認められた．養育態度の「養護」と
「過保護」の間には負の相関がみられた．内的作業
モデルの「不安」と「回避」の間には有意な相関が
認められなかった．
　母親のソーシャルスキルのうち，「コミュニケー

ションスキル」は養育態度の2尺度と有意な相関（「養
護」とは正，「過保護」とは負）が認められた．「対
人スキル」における相関はそれより低く，「過保護」
との10％水準での負の相関が認められたに留まって
いた．「ソーシャルスキル全体」は「養護」と10％
水準（符号は正），「過保護」と5％水準（符号は負）
での相関であった．また，母親のソーシャルスキル
は子どもの内的作業モデルとは有意な相関が認めら
れなかった．しかし，子どものソーシャルスキルと
は相関が認められ，特に母親の「コミュニケーショ
ンスキル」は子どもの「コミュニケーションスキル」
および「対人スキル」と同程度の有意な正の相関が
認められた．母親の「対人スキル」はそれより若干
低く，子どもの「コミュニケーションスキル」とは
10％水準，「対人スキル」とは5％水準での相関であっ
た．「ソーシャルスキル全体」も母親－子ども間で
有意な正の相関が認められた．
　母親の養育態度は，「養護」「過保護」ともに子ど
もの内的作業モデルにおける「不安」と有意に関連
していた（前者は負，後者は正の相関）．また，内
的作業モデルの「回避」ともそれよりは弱いものの
有意ないし有意傾向の相関がみられた（同様に，前
者は負，後者は正の相関）．また，子どものソーシャ
ルスキルとの相関も有意ないし有意傾向で認めら
れ，「養護」は「コミュニケーションスキル」「対人
スキル」「ソーシャルスキル全体」とそれぞれ正，「過
保護」はこれらと負の相関がみられた．子どもの内
的作業モデルとソーシャルスキルの間にはいずれも
負の有意な相関が認められた．

変数と下位尺度 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

親のソーシャルスキル

コミュニケーションスキル ① 1

対人スキル ② .66 *** 1

ソーシャルスキル全体 ③ .88 *** .94 *** 1

養育態度

養護 ④ .25 * .18 .23 † 1

過保護 ⑤ -.32 ** -.23 † -.29 * -.56 *** 1

内的作業モデル

アタッチメント不安 ⑥ -.05 -.03 -.04 -.35 ** .41 *** 1

アタッチメント回避 ⑦ -.16 -.19 -.19 -.28 * .21 † .11 1

子どものソーシャルスキル

コミュニケーションスキル ⑧ .35 ** .22 † .30 * .24 † -.29 * -.30 * -.27 * 1

対人スキル ⑨ .37 ** .25 * .33 ** .21 † -.27 * -.34 ** -.45 *** .67 *** 1

ソーシャルスキル全体 ⑩ .39 *** .26 * .35 ** .24 * -.30 * -.35 ** -.41 *** .87 *** .95 ***

***p <.001, **p <.01, *p <.05, †p <.10

表２　指標間の相関係数
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３．３　構造方程式モデリングによる変数間の関連性
　親のソーシャルスキルと養育態度，そして子ども
の内的作業モデル，子どものソーシャルスキルの関
係を全体としてみた場合，親のソーシャルスキルは
養育態度ならびに子どものソーシャルスキルと関連
していた．親の養育態度は子どもの内的作業モデル
とより強い関連が認められ，そして子どもの内的作
業モデルとソーシャルスキルの間にも有意な関連性
が認められた．このことは，図1に示した変数間の
直接的および間接的な関連性を検討する前提条件が
満たされていることを意味する．
　そこで，親のソーシャルスキルが養育態度を介し
て子どもの内的作業モデルに影響すること，子ど
もの内的作業モデルが子どものソーシャルスキル
に影響すること，そして親のソーシャルスキルか
ら子どものソーシャルスキルへの直接的な（養育
態度や内的作業モデルを介さない）影響関係も認
められることを仮定した構造方程式モデルリング
によるパス解析をおこなった．分析には Amos 24
を使用した．なお，ソーシャルスキルの「コミュ
ニケーションスキル」と「対人スキル」について

は，前者が後者の基礎にあることを想定したモデル
と，両者の間での高い相関，信頼性係数の高さ，お
よびサンプルサイズによる予測変数の数の制限35）を
考慮して「ソーシャルスキル全体」を用いたモデル
の2通りで分析し，各種の適合度指標を確認しなが
らモデルの妥当性を検討した．その結果，いずれも
解釈可能な変数間の関連性が確認され，モデルの
適合度もおおむね同様であったが，若干後者の方
がより良好な値を示した（前者ではχ2（15）＝6.762
（p=.964），GFI=.976，AGFI=.943，RMSEA=.000，
CFI=1.000，AIC ＝48.762，後者ではχ2（6）＝2.523

（p=.866），GFI=.988，AGFI=.958，RMSEA=.000，
CFI=1.000，AIC ＝32.523；GFI，AGFI は大きい方 
が，AIC は小さい方が，統計的には良いモデルで
ある）．
　図2a に示すとおり，ソーシャルスキルを全体で
みたモデルでは，ソーシャルスキルが養育態度の「養
護」に正，「過保護」に負の影響を与えており，前
者は内的作業モデルの「不安」に負，後者は「回避」
に正の影響を与えていた．そして，内的作業モデル
は「不安」「回避」のいずれも子どものソーシャル

図２ａ　�親のソーシャルスキルから養育態度，内的作業モデルを介した子どものソー
シャルスキルへのパス図．ソーシャルスキルは全体での得点を使用．

実線は正の影響，破線は負の影響を示す．***p<.001  **p<.01  *p<.05．
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スキルに負の影響を与えており，内的作業モデルが
養育態度と子どものソーシャルスキルの関係を媒介
していた．そして，それらの影響関係とは別に，親
のソーシャルスキルは養育態度や内的作業モデルを
介さず，子どものソーシャルスキルに直接の影響も
及ぼしていた．
　図2b に示すとおり，ソーシャルスキルを「コミュ
ニケーションスキル」と「対人スキル」に分けて両
者の間に影響関係を仮定した場合，親の養育態度と
子どもの内的作業モデルの関係は先と同様であった
が，親のソーシャルスキルで養育態度に影響してい
たのは「コミュニケーションスキル」のみであり，
親の「対人スキル」から他変数への影響は認められ
なかった．親の「コミュニケーションスキル」は子
どもの「コミュニケーションスキル」に対して，養
育態度や内的作業モデルを介さない直接の影響関係
も有していた．ただし，内的作業モデルの「不安」
と「回避」は，子どもの「コミュニケーションスキ
ル」に対して，また内的作業モデルの「不安」は「対
人スキル」にも有意な負の影響を与えていた．

４．考察
４．１　�内的作業モデルを介した養育態度から子ど

ものソーシャルスキルへの影響
　本研究では，子どもの対人的適応を支える要因と
してのソーシャルスキルに対して身近な親の果たす
役割に着目し，まず従来の研究にもとづき親の養育
態度が子どもの内的作業モデルを介してソーシャル
スキルに影響すると想定した．本研究の結果は基本
的にこの考え方を支持するものであったといえる．
養育態度は子どもの内的作業モデルに影響を及ぼ
し，内的作業モデルは子どものソーシャルスキルに
影響を及ぼしていた．養育態度からソーシャルスキ
ルへの影響は，内的作業モデルを介した間接的なも
のであった．具体的には，図2a にみられるように，
養育態度の「養護」は内的作業モデルの「不安」を
低め，子どものソーシャルスキルを高めることにつ
ながっていた．これに対して養育態度の「過保護」は，
とくに内的作業モデルの「回避」を高めることによっ
て，子どものソーシャルスキルを低めることにつな
がっていた．また，図2b にみられるように，子ど
もの内的作業モデルは「不安」「回避」のいずれも「コ

図２ｂ　�親のソーシャルスキルから養育態度，内的作業モデルを介した子どものソーシャル
スキルへのパス図．コミュニケーションスキルと対人スキルの階層構造を仮定．

実線は正の影響，破線は負の影響を示す．***p<.001  **p<.01  *p<.05　†p<.10．
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ミュニケーションスキル」を低め，また「不安」は
「対人スキル」にも有意な負の影響を及ぼしていた．
親の養育態度が内的作業モデルを介してソーシャル
スキルに影響するという変数間の関連性は，先行研
究12,25,26）と基本的に共通するものである．不安定で
否定的な内的作業モデルを表す「不安」や「回避」
は積極的な対人行動を妨げるように働くと考えられ
るが，その場合，結果として様々なソーシャルスキ
ルを高める機会を減少させることになる．本研究の
結果はこのような影響を反映しているものと解釈さ
れる．
　ただし，細かくみると，養育態度と内的作業モデ
ルの関係は，とくに島25）とは異なる結果であった．
島25）およびその直接の先行研究である金政36）は，養
育態度を本研究と同じく PBI の日本語訳（※ただ
し本研究とは異なる邦訳版が用いられている）で測
定し，「養護」が「回避」に，「過保護」が「不安」
に影響していたことを報告している．これらの研
究と本研究とでは内的作業モデルの尺度も同一では
ないため（両研究では中尾と加藤37）の ECR 邦訳版
から項目を抜粋して使用している），本研究との相
違の一部は測定方法に依る可能性がある（たとえ
ば島25）における養育態度2尺度の相関はr=－.64と本
研究よりやや高く，内的作業モデル2尺度の相関は
r=.31で明らかに高い）．また，島25）は養育態度の「養
護」と内的作業モデルの「回避」，同じく「過保護」
と「不安」の関連をそれぞれ Bowlby38）の安全な避
難所（safe haven：危機に直面した時に親に保護を
求める）と安全基地（secure base：親を拠点とし
て外界を探索する）に対応するものと解釈している
が，親が過保護であると親以外の関係に対して回避
的になり親の養護が乏しいと親以外の関係に対して
も不安を持つことも考えられ，実際に相関係数のレ
ベルでは「養護」「過保護」はともに「不安」「回避」
と同程度に関連している．ただし本研究のサンプル
数は少なく内的作業モデルも相対的に少ない項目数
で測定しており，本研究の知見が頑健であると主張
することはできない．今後の追試的検討が必要であ
る．
４．２　�親のソーシャルスキルから子どものソー

シャルスキルへの媒介的および直接的影響
　本研究ではさらに，親のソーシャルスキルが養育
態度の基盤であるとともに，スキルの学習性という
観点から子どもに対して養育態度を介さない形での
影響もあり得るものと考えて検討をおこなった．図
2a に示したとおり，ソーシャルスキル全体での得
点を用いた分析からは，本研究の基本的な仮定をよ
く反映する結果が導かれた．すなわち，ソーシャル

スキルは子どもの評価する親の養育態度の２次元に
いずれも有意な影響を与えており，すでに述べたと
おりそれらが内的作業モデルの２次元にそれぞれ影
響を与えることによって，最終的には子どものソー
シャルスキルに影響を及ぼしていた．加えて，親の
ソーシャルスキルは養育態度や内的作業モデルを介
さず直接に子どものソーシャルスキルにも影響を与
えていた．すなわち，これらの結果は，親のソー
シャルスキルが高いほど，「養護」が高く「過保護」
が低いという適切な養育態度が子どもに認知される
ことで内的作業モデルも安定的・肯定的なものにな
り，結果的に高いソーシャルスキルがもたらされる
こと，そして養育態度によるものとは別の直接的な
影響によっても子どものソーシャルスキルが高まる
ことを表す．前者の結果は，ソーシャルスキルの高
い親が子どもに対しても適切な養育態度で接するこ
とができることを意味する．後者については「親が
他者と関わること」を観察することによるモデリン
グや，他者に対してどのような行動をとることが適
切かを教えられるなどの言語的教示によって，すな
わちソーシャルスキル学習のプロセスが働くことに
よって，結果として親と同様のスキルを獲得してい
くことが考えられる．
　ソーシャルスキルを「コミュニケーションスキル」
と「対人スキル」に分けた場合，図2b に示すとおり，
養育態度と関連していたのはコミュニケーションス
キルのみであった．対人スキルは，本研究で用いた
尺度では，「関係開始」「関係維持」「主張性」から
なるとされている．これらは初対面あるいは一定の
心理的距離がある人との間で発揮される内容を含む
と考えられることから，子どもに対する養育態度と
直接の関連がみられなかった可能性がある．他方，
コミュニケーションスキルは「解読」「記号化」「感
情統制」からなるとされ，これらはあらゆる他者と
のコミュニケーションにおいて常に問題となるスキ
ルであると考えられる．そのため，子どもに対する
養育態度にも容易に反映され得るのであろう．
　ただし，上記の解釈は親の第三者に対する行動を
「観察する」ことによって子ども自身が類似の行動
をとることができるようになる，というモデリング
の解釈とは必ずしも一致しない．モデリングがおこ
なわれるならば，親の対人スキルについても同様の
直接的な関連性が子どもの対人スキルとの間に認め
られると考えられるからである．この点については，
親が対人スキルを発揮する場面が子どもの経験する
対人場面と大きく性質を異にするため容易には汎化
がなされず，関係の種類や場面の性質を問わず対人
関係の円滑さを左右する基本スキルとしてのコミュ
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ニケーションスキルの方が相対的に明瞭な影響を有
していたためと解釈することができるかもしれな
い．表2に示した相関分析でも，子どもの対人スキ
ルは親の対人スキルよりもむしろコミュニケーショ
ンスキルの方とより強い相関関係を有していた．親
の対人スキルと子どもの対人スキルの関連性は，本
研究のデータによる限りは強いとは言い難い．
　しかしながら，コミュニケーションスキルと対人
スキルの相関は高く，それは親だけでなく子どもで
も同様であった．図2b の分析結果は，親のコミュ
ニケーションスキルが直接・間接に子どものコミュ
ニケーションスキルに影響を及ぼすことと合わせ，
コミュニケーションスキルの高い子どもは対人スキ
ルも高く，その背後に親のコミュニケーションスキ
ルがあることをも表している．従って，子どもの対
人スキルに親のソーシャルスキルが影響を及ぼさな
いという解釈は正当ではない．むしろ，親のコミュ
ニケーションスキルが養育態度や内的作業モデルを
媒介して，あるいは直接的に子どものコミュニケー
ションスキルに影響し，結果として子どもの対人ス
キルにも影響を及ぼすことが考えられる．
４．３　臨床的な示唆
　本研究は，親の養育態度が内的作業モデルを介し
て子どものソーシャルスキルに影響する，という従
来の研究に沿った（ただし細部には相違を含む）知
見を提供するとともに，親のソーシャルスキルが養
育態度の背景にあること，加えて養育態度を介さな
い影響も親のソーシャルスキルが子どものソーシャ
ルスキルに対して有していることを指摘するもので
ある．本研究の問題意識の背景には大学生の対人的・
社会的適応上の問題があり，その改善のために変容
可能な要因としてのソーシャルスキルに着目した．
大学生自身のソーシャルスキルの向上・改善はその
直接的な方策となるが，本人のみならず身近な関係
に対する視点も必要であり29），予防的な観点からも
青年期以前の要素に目を向けることは有意義である
と考えられる．本研究の結果は，従来明らかにされ
てきた養育態度だけでなく，介入の焦点としてソー
シャルスキルも設定し得ることを示している．
　しかし，本研究の結果は，単に介入の焦点を拡大
するにとどまらない意味をもつ可能性がある．たと
えば，本研究では養育態度を子どもの評価として測
定したが，ソーシャルスキルについては母親自身の
回答によって情報を得た．母親の回答による自らの
ソーシャルスキルが子どもの評価する養育態度と関
連していたことは，母親の自覚するスキルを向上さ
せることで，子どもが直接に利益を得ることができ
ることを意味する．加えて，養育態度はあくまで子

どもに対するものであるが，ソーシャルスキルは子
どもとの関係にとどまらない汎用性をもつ28）．親の
ソーシャルスキルの改善は親自身の幅広い対人的適
応を促し，心理的によりよい状態の基盤となること
が考えられる．
　加えて，親のソーシャルスキルは，親自身が子育
てを開始するよりも以前，親になる以前から結果と
して身につけてきたものである．青年期の「親準備
性（親性準備性）」は母性準備性や親になることへ
の意識の観点から主に検討されているが39,40），子ど
もの対人的適応を促すという意味において，ソー
シャルスキルの獲得がその基盤となり得るという
新たな視点も本研究からは示唆される．なお，金
政36）はアタッチメントの世代間伝達という観点か
ら，母親自身のアタッチメントスタイルを背景とす
る養育態度が子どものアタッチメントと関連するこ
とを報告している．このような知見は発達における
親から子への連鎖的影響を強調するものであるが，
本研究におけるソーシャルスキルへの着目はそのよ
うな影響関係を認めつつ，いかにより良い方向へと
変化させられるかという視点をもつ．本研究は介入
や予防を直接に扱ってはいないが，子育て中の親に
対して，また親になる以前からのソーシャルスキル
向上のための取り組みが有意義であり得ることを指
摘し，今後の研究の発展可能性を示唆するものであ
る．
４．４　本研究の問題点・改善点
　本研究は，最終的な分析対象者数が計69組と非常
に少数であった．これは小野ら28）とほぼ同様であり
同論文でも問題視されていたが，安定した結果を得
るためにはより大規模なサンプルを対象とする必要
がある．加えて，本研究では大学生を対象に調査票
等一式を配布して保護者への回答を依頼したが，回
答率の点からサンプルの代表性についても問題が残
る可能性がある．
　本研究における測定面での大きな問題は，ソー
シャルスキルの測定精度が低かったと考えられるこ
とである．本研究では，相川と藤田4）の作成した尺
度を用いた．この尺度はコミュニケーションスキル
と対人スキルの両方を含み，より網羅的な性質を有
する．しかしながら，同研究の因子分析でも事前の
仮定どおりの因子が抽出されたわけではない．そし
て同研究でも本研究でも一部因子の信頼性は低く，
本研究では事後的に「コミュニケーションスキル」
「対人スキル」の2つを下位尺度とし，別途「ソーシャ
ルスキル全体」での得点も算出した．構造方程式モ
デリングの結果はそれぞれ一定の適合度を有してい
たが，「ソーシャルスキル全体」での分析の方が統
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計的に望ましく，かつ明瞭な解釈が可能であった．
本研究における「コミュニケーションスキル」と「対
人スキル」を区別した結果は暫定的なものであり，
今後引き続き検討が必要である．
　なお，本研究で測定された親のソーシャルスキル
は，子どもが中学生頃までの状態について回答を求
めるものであった．本研究では，PBI 日本版で測定
される養育態度に合わせ，この測定方法を採用した．
しかし，親のソーシャルスキルと養育態度との関連
を検討するという観点からは，回想の期間がより短
い高校生，あるいはその時点での養育態度により影
響を受ける中学生を対象とした方が，より直接的で
正確な検討ができる可能性がある．
４．５　結論
　本研究では，子どもの対人的適応を支える要因と

してのソーシャルスキルに対して身近な親の果たす
役割に着目し，大学生とその母親のペア・データに
もとづき，親の養育態度が子どもの内的作業モデル
を介してソーシャルスキルに影響することを確認し
た．加えて，親のソーシャルスキルが養育態度の基
盤になるとともに，子どものソーシャルスキルに直
接的な影響を及ぼすことを明らかにした．ソーシャ
ルスキルを「コミュニケーションスキル」と「対人
スキル」に分けた分析では前者による影響が主に示
されたが，測定上の問題から暫定的な結果として扱
うべきであると考えられる．親のソーシャルスキル
への注目は，介入のターゲットとして臨床的にも予
防的にも有用な視点であると考えられる．
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注
†1）�ソーシャルスキル（social skills）は「社会的スキル」と表記される場合もあるが，相川1,41）にもとづき本稿では「ソー

シャルスキル」に統一する．
†2）この研究では PBI の「Care」尺度の日本語訳を「ケア」と表記している．
†3）Experiences in Close Relationships-Relationship Structure Questionnaire の頭文字である．
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Abstract

　The relationship between parental social skills and their college-age children’s social skills was investigated 
by focusing on perceived child-rearing attitudes and children’s Internal Working Model as potential mediating 
variables. Participants with no missing values were 69 pairs of college students and their mothers. The students 
were recruited voluntarily at the end of classes in a Japanese university and anonymously provided information. 
The students responded about parents’ perceived child-rearing attitudes, internal working models, and social skills 
and returned the questionnaires in the class. The students’ mothers responded about their social skills and returned 
the questionnaires by mail. Mothers and children responded to the Social Skills Scales assessing communication and 
interpersonal skills. The Parental Bonding Instrument assessed the perceived child-rearing attitudes to evaluate care 
and overprotection. Children’s Internal Working Model was assessed by the Experiences in Close Relationships-
Relationship Structures Questionnaire comprised of two subscales, attachment anxiety, and attachment avoidance. A 
correlational analysis indicated strong relationships between communication skills and interpersonal skills. Structural 
equation modeling indicated significant direct and indirect effects of maternal social skills on children’s social skills 
through the mediation of perceived child-rearing attitudes and children’s Internal Working Model. These results 
suggest that maternal social skills form the direct and indirect bases of children’s social skills, mediated by perceived 
maternal child-rearing attitudes and the children’s Internal Working Model.
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